










近代 日本 における商 品デザイ ンの展 開
明治～昭和初期の子供用商品を例に












近代的概念 としての子供観が西洋から日本 にもたらされたのとほぼ同 じ時期,市 場としての
子供もまた 「発見」 されていく。消費社会の黎明期,百貨店を中心とした消費の場において,
なぜこれほどまでに子供用品が関心を集めたのか。本論では明治末から昭和初期の百貨店にお
ける子供用品開発の背景 とデ百貨店で販売 されていた商品の具体例を明 らかにすることで,子






育の体制基盤が整い,近 代的子供観が西洋か ら流入 して くる明治20～30年代である。明治20
年代にはジャーナリズムの興隆に伴い 『小国民』『幼年雑誌』『少年世界』など児童雑誌の創刊
も相次ぎ,同 じ頃日本で も西洋からの知識の流入により,児童心理や児童発達といった学問分





蒙 しようとする動き,あ るいは博物学的な子供への関心は,こ ども博覧会 というイベ ントを生
み出 した。明治39年に開催 された同文館主催のこども博覧会は,巌 谷小波,久 保田米斎 らが
渡欧の際に見てきたパ リやベル リンの子供博覧会を参考にしたもので,趣意書には 「子供その
ものの競進会に非ず して,子 供のための博覧会なり。「こども』に関する製作品は,古今東西








一方で,明 治期には子供の用品への全 く異なる眼差 しが存在 していた。明治国家による急激
な西洋化への反発が強まった明治20年代,江 戸を 「古きよき時代」 として懐か しむ風潮が一
部の知識人の間に強まる。いわゆる江戸趣味とよばれる一連の江戸文化復興を唱えた動きは,
山口昌男が詳 しく述べているように,藩閥政治から除外された士族たちと江戸育ちの趣味人を
中心に,趣 味的なネ ットワークを形成 していった3。彼 らの間で特に注 目されたもののひとつ
が,前 近代的として切 り捨てられた古い玩具類,い わゆる郷土玩具であった。すでに明治13
年,清 水晴風,大 槻如電 らによって古い玩具の持ち寄 り会 「竹馬会」が結成 され,こ れが 「集
古会」へ と発展 していく。集古会では会合の他,会 報を発刊するなど活発な活動を展開 し,さ




で結成された 「大供会」は,子供の愛玩物を大供(大 人)が もてあそぶ会で,年1回 各自が所
持する玩具を持ち寄って展覧会 も開催され,大正まで人気を博 した。会員は清水晴風 西沢仙






















著あるいは他の研究者 によって多 く言及 されているのでここでは省略するが6,児童そのもの
や児童の製作品を展示するのではな く,児童のための商品展示を趣 旨とした同博覧会において,












「……成程ベースボールの道具だの,テ ニスのだの,欲 しいものばか りだ。中でも硝子棚
に入つて居た ミットが氣に入つたが,そ れはもう約定濟になつて居た。……教育館では欲
しいものだらけだ。中にも三越出品の文具 ブックが氣に入つたので,約 定を しようと……


















衣服など様々な児童用品を収集 し,明治43年5月には研究会参考室を開設 し,同会で考案 さ
れた用品 とともに一般公開 した。 これら展示晶を新製品のための参考にしようと,玩具製造業
者が多 く来店 した。発足当初の会員には医学博士の三島道良をはじめ,高 島平三郎,菅 原教造,
巌谷小波,坪 井正五郎,塚本靖,黒 田清輝,新 渡戸稲造といった子供の専門家だけでない各界
の有識者が集められた。 このほか,清 水晴風 も同会の顧問として参加 していた時期 もあり,
























7月 お手玉(麦 わら細工の箱入 り),子供用廻燈篭 水からくり,外国型ヨット,投げ網
と魚,裸 人形(図3)
9月 菊独楽,お 祭 り玩具,大バ ッタ
12月 歳の市の買い物をテーマとした玩具(餅
焼き網,破 魔弓,凧,羽 子板 と羽根,し
め縄 しめ飾 りなど)
番外クリスマス袋(サ ンタクロース,飾
り用 もみの木,ハ ーモニカ,風琴,ビ リ
ケン文鎮,国 旗つなぎなど)
3月 お雛様,鶏 合わせ,麦 わらの籠入 り貝













1月:食卓,エ プロン2枚2月:文 具箱3月:本 棚
4月:竹製テーブル,椅 子5月:竹 製椅子,散 歩カバン6月:洋 傘,雨 傘








前近代的 ・非教育的なものであるとし,教育玩具の日本での製造を推奨 した。また明治9年 の
幼稚園開設 とともに,フ レーベルの恩物が導入 され,全 国に広まると教育玩具が役に立つ もの
であるという認識が広まり,教育的見地に商業的な見地を加え,近 代的玩具生産に関心が集ま
る中,多 くの教育玩具の製造業者が出現 した。銀行 ごっこなど 「ごっこ遊び」,お絵かき遊び,
さらに明治30年代半ばからは教育理科玩具やブリキ玩具など,玩具の種類 も増え,広 い意味
での教育玩具 と名の付 く様々な玩具が商品化 された。斉藤良輔が述べているように,明 治20
年代か ら30年代にかけ,学 校教育制度が軌道に乗 り始める中,玩 具は旧来の 「てあそび もの
(古い郷土玩具)」か ら 「玩具(近 代的な教育玩具)」へ と置き換えられていくことにな り13,
この変化は日露戦争後の明治40年頃には決定的な もの となった。明治39年には東京玩具製造
同業組合が,明 治41年には東京玩具卸商同業組合が設立されてお り14,この頃か ら模型軍艦,






生産 も盛んになる16。すなわち輸出向けの量産体制がつ くられた結果としての,国 内における
玩具商品の氾濫であったといえる。 しか しなが ら舶来品を模倣 した国産品は品質 も悪 く,国内
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では以後 も舶来品崇拝は続いていく。そ して,製 品の質的向上を目指 し,産業をより活性化 さ
せるため,明治末から大正初めにかけて,有 識者 によって製造業者を啓発する提言が相次 ぐこ
とになった。
例えば農商務省の鶴見佐吉雄は,明 治45年の三越第4回 児童博覧会において 「商品として
の玩具」 という演説を行っている17。鶴見は,当 時玩具が 日本の重要な輸出品になりつつあり
ながら,国内の玩具業界のほとんどが零細,家庭内工業であり,5人以上の職工を抱える工場











などで学用品向けのオ リジナルの鉛筆やノー トが独自に開発されることになる19。また,子 供
服に関 してはその需要は少ないものの,高 級輸入子供服は明治30年代か ら百貨店などで販売
が始まっていた。エプロンやモス リンを用いた改良服など,一部 国産品が見 られるようになり,
次いで百貨店では自社製品が多 く販売されるようになった。さらには大正期に入 ると子供服専
門店が出現 し,国産子供服は本格的に発展 してい くことになる2°。





望を生 じさせていた様子は先述 した通 りであるが,こ の売 り場 とともに重要と思われるのが,
定期刊行物 に掲載された商品群である。『三越』などの誌上では特に明治末か ら大正初期にか
けて,実 際の販売量以上に子供用品が重視 され,毎号多 くの紙面を割いている。本研究では,
その大量の商品の傾向を明 らかにするため,明治から昭和初期の 『時好』『みつ こしタイムス』




七五三,雛祭 り,端午の節句など,時節に適 した商品は,早 い時期か ら定期刊行物に多 く紹
介 されている。毎年七五三の時期になると,誌上では祝着をはじめとするお祝いのための商品
が多 くの頁を占める。 さらに明治44年頃か らは,晴れ着の単なる掲載にとどまらず,「今年の
流行の商品は何か」「何を買い揃えるべきか」 ということで,呉 服の色や模様,下 着,半 襟,




期 になると呉服だけでなく最新流行の子供洋服の紹介 も目立つようになり,昔なが らの祝 い事
は子供服の流行展示のための最大のイベ ントとなってい く。






から愛情を働かせて見せてやることが必要です。例へば 『雛祭 りの時にはお母さんが新 し
いお道具を買つて上げる』 とか,『人形を買つて上げる』とか或は 「大 さうよ く勉強 した
からお父さんはかう云ふものを買 ってあげる』とか云ふ風にするならば,子供がどんなに
喜ぶでせう。……さう云ふようにして平常親が子供を愛 してその愛をかういふ機會に實際






























大正3年2月 の 「三越』ではランドセル,ス クールバッグなどの学用品が掲載 されてお り,
翌大正4年3月 になると,入学準備のために何を買い揃えるべきかという記事が商品とともに
掲載されるようになる。以後毎年,新 入学前になると通学用子供服,文 房具,靴 鞄 といった
準備用品の詳細な紹介が特集で組まれるようになり,大正半ば以降は学習机のような子供用家


































細分化 し,年齢に応 じた商品を購入 させるという動きであった。明治42年に三越で開催され
た 「万国玩具展覧会」では,参考陳列品の展示に高島平三郎 らによる科学的 ・博物学的分類が
採用され,展 示品は遊び方,年 齢,教 育内容,国 別などによって分類された?3。例えば遊び方
による分類では,飾 って遊ぶ もの,真 似事をして遊ぷ もの,工夫 して遊ぶものといった細分類
が,教育内容による分類では視覚養成 聴覚養成 観察力養成 記憶力養成 想像力要請といっ
た分類が,そ れぞれなされていた。この展示分類方法は,大正2年 の第5回児童博覧会の展示
にも用いられた。同博覧会において,展 示品は0～3歳3～7歳,と いった年齢別に分類さ
れた。 これ らの展示方法の採用に関わ った高島の考え方は,後 の大正10年に 『子供の育て
方』?qの中で も紹介されている。高島による 「科学的児童期の区分」には胎児期,嬰 児期(仰
臥期,安 座匍匐期,起 立歩行期に細分)幼 児期,少 年少女期,青 春期 という区分が示され,そ
れぞれの時期に相応 しい用品を与えるべきであると説明されている。 さらに高島は子供の性質
76





とになる。大正初め頃には大人用ではなく 「子供用」と銘打った学習机,椅 子,傘,楽 器,ピ
アノ,ゲ ーム,食器,写 真立て,文具,布 団,蚊 帳,浮 き輪といった多様な商品がカタログ誌
上に掲載され始ある。先述の高島は明治43年の第2回 三越児童博覧会の演説において,「子供
本位の製品」を推奨 しているが,こ の時高島は機能だけでな く意匠にも言及 している25。大人



















蔵 も多 く,これら子供用品のほとんどが 日本橋の三越呉服店で購入されていたとされている。
さらには所蔵品の中に定期刊行物 『三越』 も多数残されていることから,誌上に掲載された商
品の通信販売 も利用していた可能性が大きいといえる。
消費者側か らの子供用品調査については,前回行った 「土井 こどもくらし館」に続 くもので
ある?g。今回の調査では同館所蔵の明治末～昭和初期の子供用品について,子供洋服,玩 具,
文房具,家 具などの調査を行 った。これ ら所蔵品に関 しては保存状態の良好なものが多く,さ
77
らにこれら子供用品は田中家の田鶴(第10代当主,明 治27年生),ちよふ(田 鶴の娘,大 正5
年生),太郎(第11代現当主,田 鶴の息子,大 正8年 生)の ものがほとんどで,使 用者が特定
されていることか ら商品の購入時期を確定す ることが可能であ り,『三越』のカタログ掲載商
品との参照が有効であると考えた29。
所蔵品を考察 した結果,同 時期の子供用品において以下の傾向が明らかになった。























図11-2着 せ替え人形 セッ ト 田中本家博物館蔵

























③ 三越で購入されたと思われる商品には,三越マークの入ったオ リジナル商品が多い。 こ
れは子供用商品に限 らず,当 時の百貨店の様々な商品に共通 し
て見 られる傾向である。雑貨や洋服,洋家具など呉服以外の百
























を準備 したのは,子供の生活環境に関心を抱 く一般 消費者が出現 し始めたのと同時期であった。




























7吉 見俊哉 「博覧会の政治学』中央公論社,平 成4年




11『 三越』第2巻 第6号,明 治45年6月
12『 三越』第4巻 第11号,大正3年11月











17鶴 見佐吉雄 「商品としての玩具」『三越』第2巻 第6号,明 治45年6月
18倉 橋惣三 「玩具の問題」『玩具叢書7玩 具教育篇』雄山閣,昭和10年,54～55頁
19三 越鉛筆の開発については神野 「百貨店の子供用商品開発」(前掲書)参照。さらに佐藤秀夫が 『ノー
トや鉛筆が学校を変えた』(平凡社,昭 和63年)で明らかにしているように,学習用具が洋紙 ・鉛筆








24大 阪毎日新聞社編 『子供の育て方』大阪毎日新聞社,大 正10年,216～217頁
25「 みつこしタイムス』第8巻 第6号,明 治43年6月
26柏 木博 『おもちゃの神話』毎日選書8,昭 和56年
27田 中本家博物館の概要及び同館で開催された子供用品に関する展覧会については以下を参照した。
『豪商の館 信州須坂 田中本家」銀河書房,平成6年 一
『田中本家のおもちゃ』光琳社,平 成9年
『田中家100年の子供のおしゃれ』田中本家博物館制作,平 成12年
28三 重県尾鷲市の 「土井こどもくらし館」所蔵の子供用品調査については以下の論文に詳述 している。
神野由紀 「百貨店の子供用商品開発」『百貨店の文化史』,前掲
神野由紀 「消費の中の子供」r現代風俗学研究』,前掲
29現 存する用品で購買ルー トが確定できるのは,商品カタログ上で数多 くの商品を掲載していた三越呉
服店であり,子供用品に最 も力を入れていた事実があるため,今 回の調査では三越に特に限定 した。
30そ の後国産品が市場に増加 していく際,百貨店では国産品の質的向上を目指 し独自の商品開発を展開
したことは前述の通 りであるが,そ の努力にもかかわらず,百 貨店が大衆化 していく大正後半以降で
さえも,やはりカタログには国産晶よりも舶来品の紹介が目立 っていた。
31西 洋の商品デザインを模倣 した国内産商品について,国 内流通量や図像の和洋折衷化など,今後さら
に詳 しく調べる必要がある。
32ソ ースティン・ヴェブレン 『有閑階級の理論』高哲男訳,筑 摩書房,平 成10年
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